



































































　1960 年 6 月，安保改定の成立をまって岸が退陣した。当時，自民党内は有
権者の目を振り向かせる新たな政策路線の提示を求めていたが，そこに倍増計
画を柱とした経済成長を唱える経済通の池田が登場した。池田のこの政策構想














































〈表 1〉就任初期にみる池田内閣の支持率（1960 年 8 月）（単位：％）
支持する 支持しない その他 答えない 構成比
全体 51 17 13 19 100
給料生活者 47 26 17 10   19
産業労働者 43 22 13 22   25
商工業者 60 13 14 13   20
農林漁業者 56 10   9 25   33









。1960 年 11 月





































































　1958 年 6 月，衆議院議員選挙で勝利をおさめ，有権者の支持を取り付けた

























































自民党藤山派  27,902,562   26,423,866
同　　岸派  28,000,000   14,755,734
同　　池田派 113,672,774   70,195,997
同　　佐藤派  51,822,000   42,835,220
同　　三木・松村派  12,200,000   20,388,420
同　　河野派  14,078,940   15,773,760
同　　石井派  11,600,000   16,575,000
日本社会党本部  49,267,709   49,279,709
日本共産党中央本部  78,909,103   77,698,199
民主社会党  28,505,396   27,495,697





























　政権の発足当初，池田は衆議院議員選挙（1960 年 11 月）に備え 9月に 9項































































〈図 2〉池田内閣の支持率の変動推移（1960 年 8 月─1964 年 6 月）
出所：朝日新聞社『日本人の政治意識』1976 年，48─50 ページを再構成。

























































































年から 1959 年までは道路整備費と港湾漁港等整備費を，1960 年か
ら 1965 年までは道路整備費と港湾漁港空港費を合計したものであ
る。
　　2.  農業基盤整備費の場合，1955 年から 1959 年までは食料増産対策費






























1955 年 81.7 71.4 68.6
1957 年 60.4 56.6 64.4
1959 年 60.5 55.5 64.4
1961 年    57 51.5 60.5
1963 年    56 49.4 57.8
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出所：『朝日新聞』（1959 年 5 月 19 日；1962 年 6 月 17 日）に掲載された参議院議員選挙候
補者一覧を参考に筆者作成。





























所属 候補者名 主なプロフィール（1962 年当時）
自民党・元職 豊田雅孝 中小企団連会長，商工中金理事長






































































































































































































（8）　答申案は 10 年間の行政投資総額を 16 億円とし，このうち，農林水産への行政投資に 1億を
〈図 8〉倍増計画の提示・推進・修正に際した党内力学構図
注：網掛け部分は優越連合。
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盛り込んでいたが，当年はそれが 800 億円程度であったことからみれば，10 年間の増加率が少
なすぎるという批判がでることも予測されていた。『朝日新聞』1960 年 12 月 3 日。



































（21）　河野は 1961 年 7 月から 1962 年 7 月まで農林大臣を，その後 1962 年 7 月から池田政権の終
































（31）　閣議は，12 月 20 日，「1964 年度経済見とおし」を作成した。その内容は，国際刺繍の赤字
幅の拡大や消費者物価の不安定から高度安定成長の基盤をそこなうことになるとし，経済体質の
強化，事態の速やかな改善の必要性を強調するものであった。樋渡，前掲書，249 ページ。
